




















































Educational Model for Understanding Vision Impairment during Periods of Integrated Study (3): 
Through the Consideration of Going-out Environment for People with Vision Impairment










































対象児は富山市内の小学 5 年生 2 クラスの子ども 78
名（1 クラス 39 名）であった。子どもたちは，第 3 学




授業は総合的な学習の時間 2 コマ（1 コマ 45 分）を
用いて，クラスごとに行われた。両クラスとも 1 コマ目

































































－ 76 － － 77 －
総合的な学習の時間における視覚障害理解教育モデルの作成 3




















































































































































1分 10 秒 視覚障害者の道路横断の様子と解説
…点字ブロックや音声信号機を頼りにしており，これらの設備がない時は，周りの音
で判断している。














表 4．2コマ目で視聴したビデオ映像（約 8分 30 秒）の概要
時　間 内　　容



































































































よいと思う 35％（27 名） 38％（30 名）
30.00**
よいと思わない 0 18％（14 名）







視覚障害者は一人で歩くことができる 14％（2名） 21％（3名） 30％（ 9 名）
視覚障害者も自分と同じように一人で歩きたい時がある 36％（5名） 57％（8名） 30％（ 9 名）
いつも手伝ってもらっていると，視覚障害者が自立できない 14％（2名） 14％（2名） 20％（ 6 名）
その他 43％（6名） 36％（5名） 33％（10 名）




























































































援助必要だが遠慮がある 24％（19 名） 17％（13 名）19％（15 名） 1％（ 1 名）4％（ 3 名）
援助必要だが自力ですべきと
考えている
1％（ 1 名） 12％（ 9 名）10％（ 8 名） 4％（ 3 名） 　0         
その時は援助の必要なし 0         0         4％（ 3 名） 0         　0        
そもそも援助の必要なし 0         0         0         1％（ 1 名） 　0        
その他 0         0         0         0         　0 
－ 82 －
し合う時間が短かったことなどにより，視覚障害者への
援助のあり方について，子どもたちの中で考えがまとま
らなかった可能性がある。「視覚障害者は一人で外出せ
ず，常に援助者がそばについていた方がよい」という意
見については，視覚障害者の思いだけでなく，それを実
行した場合に起こりうる弊害などについても事例を示
し，子どもたちが納得するまで話し合いを進められるよ
うに，時間や内容を考慮すべきであった。
また，2 コマ目の授業では，子どもたちの意識がバリ
アフリー設備の設置にだけ向くことのないように，物理
的な環境の整備には限界があること，設備をつけられな
い場所においては周囲の人の援助が必要であることを伝
えた。加えて，視覚障害者をどのように援助すればよい
かについてビデオ映像を視聴した。授業後の調査では，
授業前に比べて，周囲の人による援助等の必要性に目を
向ける子どもが増えた。
授業の最後には，視覚障害者は常に援助を必要として
いるわけではないため，援助の申し出をしても，断わら
れることがあることを伝えていた。しかし，授業後の調
査において援助の申し出を断られた場面を示し，その理
由について子どもの考えを尋ねたところ，「その時は援
助の必要がなかった」と適切に回答した子どもは約 3 割
であり，5 割強の子どもは授業後も，視覚障害者は援助
を必要としているにも関わらず断ったと答えた。授業後
には，視覚障害者が「遠慮」という消極的な理由ではな
く，自立に向けた積極的な理由で断っていると考える子
どもが増えたものの，彼らは，視覚障害者が援助を必要
としているという考えを持ち続けている。つまり，彼ら
は，視覚障害者が援助を必要としないことがあるという
ことを十分に理解していない可能性がある。視覚障害者
がどこで援助を必要とし，どこで必要としないのかにつ
いては，今後の教育において引き続き，扱っていく必要
があると言える。
Ⅶ．まとめ
本実践の目的は，視覚障害者の外出環境を考える取り
組みを通して，外出時に視覚障害者が感じる困難と，そ
れを解消するための工夫についての理解の促進を図るこ
とであった。視覚障害者が感じているバリアや危険につ
いては，実践を通して子どもたちの理解を進めることが
できたと判断される。また，困難を解消するための工夫
として，授業後に市民による援助の必要性に目を向ける
子どもが増えたことは，授業の成果として評価できる。
一方で，授業後も視覚障害者には常に援助者がつくと
よいと考える子どもがいるなど，子どもたちが授業で得
た情報を整理しきれていない様子がうかがえた。障害者
がバリアを感じずに済むにはどうすればよいか，障害者
への援助はどうあるべきかについては，今後の教育にお
いても継続して扱っていく必要があると言えよう。
文献
水野智美・徳田克己（2005）『障害理解－心のバリアフリー
の理論と実践－』，誠信書房．
水野智美・徳田克己（2014）身体障害，発達障害の理解
教育の段階モデルの提案，障害理解研究，15，1-8．
西館有沙・阿久津理・萩中泰弘（2014）総合的な学習の
時間における視覚障害理解教育モデルの作成 2 －視覚
障害者の生活の様子を伝える授業は子どもの認識にど
のような変化をもたらしたか－，障害理解研究，15，
9-20．
西館有沙・永田晴菜・石田雅人・松井昌美（2012）総合
的な学習の時間における視覚障害理解教育のモデルの
作成 1 －触察体験を用いた授業の開発と実践－，障害
理解研究，14，21-34．
西館有沙・徳田克己（2004）障害者介助の失敗体験から
考える障害理解教育の必要性，アジア障害社会学研究，
4，1-8．
西館有沙・徳田克己・水野智美（2005）小学校及び中学
校において実践されている交通バリアフリー教育，障
害理解研究，7，27-34．
西館有沙・薮波真理子（2010）視覚障害理解を目的とし
た授業の実践－効果的な障害理解教育モデルの構築の
ために－，富山大学人間発達科学部研究実践総合セン
ター紀要，26，107-115．
小野聡子・徳田克己（2006）視覚障害歩行シミュレーショ
ン体験が体験者の不安，恐怖心に与える影響－障害理
解教育の視点から－，障害理解研究，8，37-46．
（2014年９月１日受付）
（2014年10月８日受理）
